
 

地域スポーツ団体への意向等調査の実施について 

 

１ 現状・意向調査の実施 

⑴ 調査の趣旨 

   各地域スポーツ団体の活動の現状や、「学校（運動）部活動の地域連携」及び「学

校（運動）部活動から地域クラブ活動への移行」にかかる現時点での各団体の意向

や課題認識を把握し、本市としての具体的な課題を洗い出すために実施するもの。 

   「学校部活動の地域連携」及び「地域クラブ活動への移行」の全体像は、 

「学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイド 

ライン【別紙２】」参照 

⑵ 調査対象 

 ① 競技団体 

 ② 市スポーツ少年団 

 ③ 市体育振興会、市スポーツ推進委員会 

 ④ 市内総合型地域スポーツクラブ 

 ⑤ 本市ゆかりのプロスポーツチーム 

 ⑥ 市内大学等【調査項目・方法については別途調整】 

⑶ 調査時期 

   令和４年３月下旬以降 

 

⑷ 調査項目 

   基本調査項目は、下記のとおり。（ただし、調査対象団体の実情に応じて、アンケ

ート項目の追加・修正等を行う場合がある。） 

ア 各団体の活動の現状 

対象競技、活動地域・場所、対象世代（特に中学生が含まれるか）、指導者数、

資格の取得状況、会費 など 

イ 各団体・チームへの中学生の受入れ状況及び今後の意向 

             【運動部活動から地域クラブ活動への移行の視点】 

受入れ規模の増減（又は新規受入れ）の意向及び課題、京都市における令和５

年度モデル事業への参画意向 など 

ウ 中学校部活動指導者としての従事状況及び今後の意向 

【運動部活動の地域連携の視点】 

部活動指導者（部活動指導員、外部指導者等）としての従事状況及び課題、京

都市における令和５年度部活動指導員募集への協力意向 など 

 

２ アンケート（案） 

  別紙４のとおり。 
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